















 Rural women’s enterprises came to be within the scope of agricultural policy reflecting the political 
requirement of gender equality. Majority of rural women’s enterprises were farmers’ markets or food 
processing. The economic scales were rather small, but had various influence on agricultural production 
and the revitalization of local areas. The number increased, but the content and development of each 
enterprise differed area by area. Current paper re-examines the meaning of rural women’s enterprise from 
the view point of “positionality (the extent of the concernedness)”







































































































































































































類型 1 （農業生産） 150 事例 12.0％
類型 2 （食品加工） 770 事例 61.4％
類型 3 （食品以外の加工） 90 事例 7.2％
類型 4 （流通・販売） 463 事例 36.9％
類型 5  （都市との交流） 76 事例 6.1％
類型 6 （サービス業） 16 事例 1.3％
類型不明 14 事例 1.1％




















も多く、約 6 割を占める。ついで類型 4（流通・
販売）が約 4 割で、この 2 類型でほぼ大半を占め
ていた。その後、女性起業といえば、農産加工と
直売といわれた所以である。類型 1（農業生産）
が約 1 割強、さらに類型 3（食品以外の加工）、

















































































































































































































































































ンを持っている状態を NPP（Non Profit Person
個人）とし、そのパッションに基づく発意・呼び
かけに「共感から参加へ」という過程が生じると
NPG（Non Profit Group 仲間・集団）となる。
さらに「責任ある参加」を得て NPO（Non Profit 
Orgnization 団体）となり、制度的な保証をもつ











































































































































































































































































































































































2） 3）山岡義典編著『NPO 基礎講座』『NPO 基礎
講座 2』『NPO 基礎講座 3』ぎょうせい、1997
～ 1999 および山岡義典編著『NPO 実践講座』
『NPO実践講座2』『NPO実践講座3』ぎょうせい、
2001 ～ 2003 の 6 冊は、NPO に関する議論の
経過が理解できる。ミッションとプロフィットに
ついては、『NPO 基礎講座 3』「第 1 章市民活動
に求められる人と金のマネジメント」、組織化の
過程については、『NPO 実践講座』「第 1 章ミッ
ションを組織化するとはどういうことか」参照。
4） 2007 年、NPO 法人八雲ハンドメイドの会（北
海道八雲町）の現地調査におけるインタビューよ
り。
5） 日本村落研究学会編『年報村落社会研究第 43 集
グリーン・ツーリズムの新展開―農村再生戦略と






















・ 今村奈良臣『農業の第 6 次産業化をめざす人づくり』
1997、21 世紀塾
















査）1993 年 3 月
・ （社）地域社会計画センター「農村の女性起業にお
ける女性の主体性と能力発揮に関する調査研究報


















農村経営の方法に関する研究（平成 14 ～ 16 年度
科学研究費補助金（基盤研究（A）（1））14 年度成
果報告書（研究代表者藍澤宏）、2003.3
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